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とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

　『
カ
ッ
パ
伝
説
』
の
親
水
公
園

　
　
　
　
小
倉
堰
、
小
倉
川
の
名
称
残
る

　

市
内
を
縦
断
す
る
東
武
日
光

線
が
思
川
を
渡
る
右
岸
上
部
に

あ
る
栃
木
市
西
方
北
グ
ラ
ウ
ン

ド
。
野
球
場
２
面
と
全
体
の
愛

称
に
も
な
っ
て
い
る
か
っ
ぱ
広

場
と
い
う
親
水
公
園
を
持
つ
。

堤
防
に
は
桜
が
植
え
ら
れ
、、

遠
く
男
体
山
は
じ
め
日
光
連
山

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

当
地
の
河か
っ
ぱ童
伝
説
は
複
数
あ

る
が
、
堤
防
上
の
碑
文
に
は

戦
国
時
代
の
西
方
城
の
小お
ぐ
ら倉

主し
ゅ
ぜ
ん
の
す
け

膳
介
と

い
う
家
臣

に
由
来
す

る
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
現

在
の
思
川
が
清
瀬
川
と
呼
ば
れ

て
い
て
カ
ッ
パ
が
川
を
渡
る
旅

人
な
ど
に
悪
さ
を
し
て
い
た
。

馬
で
乗
り
入
れ
た
小
倉
が
カ
ッ

パ
を
刀
で
成
敗
し
よ
う
と
す
る

と
許
し
を
請
う
の
で
「
小
倉
と

い
う
名
を
聞
い
た
ら
い
た
ず
ら

す
る
な
」
と

告
げ
る
。
以

来
、
村
人
は

「
小
倉
だ
」
と

言
っ
て
川
を

無
事
に
渡
る

よ
う
に
な
っ

た
と
。

　

堤
防
に
は

そ
の
場
面
を

描
い
た
大
壁

画
も
あ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
に
な
っ
て
い
る
。
川
の
名

も
小
倉
に
ち
な
ん
で
小
倉
川
と

な
っ
た
と
か
。
今
で
も
付
近
か

ら
上
流
を
小
倉
川
と
呼
ぶ
人

も
。
す
ぐ
上
流
の
小
倉
堰ぜ
き

は
、

名
称
と
澄
ん
だ
水
の
流
れ
が
河

童
伝
説
を
し
の
ば
せ
る
。

　

河
童
は
地
域
お
こ
し
に
も

活
躍
、
旧
西
方
町
時
代
に
は

か
っ
ぱ
祭
り
も
行
わ
れ
、
平
成

10
（
１
９
９
８
）
年
の
祭
り

で
は
７
５
０
人
が
参
加
し
て

２
０
２
・
６
㍍
の
か
っ
ぱ
巻
き

を
完
成
、
ギ
ネ
ス
登
録
も
さ
れ

た
。
現
在
で
は
ロ
シ
ア
で
２
・

５
㌔
の
物
が
作
ら
れ
当
地
の
ギ

ネ
ス
は
既
に
伝
説
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

▲小石を敷き詰めて描かれ
たかっぱ伝説の一場面

◀広場の上流にある小倉堰

滝
川
市
と
栃
木
市
の
交
流
の
あ
ゆ
み

そ
の
後
両
市
関
係
者
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
を
通
じ
て
友
好
親

善
都
市
盟
約
締
結
へ
の
機
運
が

高
ま
り
ま
し
た
。

　

國
學
院
女
子
短
期
大
学
（
滝

川
市
）
は
、
昭
和
57
年
４
月
15

日
に
開
学
式
。
こ
れ
と
時
を
同

じ
く
し
て
、
滝
川
市
と
本
市
の

間
に
友
好
親
善
都
市
の
盟
約
が

結
ば
れ
ま
し
た
。

　

以
来
、
市
民
の
交
流
や
物
産

販
売
な
ど
の
経
済
交
流
。
さ
ら

に
、
栃
木
市
の
人
形
山
車
「
天

照
大
神
」
と
祭
囃
子
が
「
し
ぶ

き
祭
り（
滝
川
市
）」に
参
加
。「
し

ぶ
き
祭
り
」
の
山
車
と
踊
り
手

が
栃
木
市
を
巡
行
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
交
流
の
機
会

が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。　

　

栃
木
市
は
、
平
成
22
年
３
月

に
合
併
し
新
生
栃
木
市
が
発

足
。
改
め
て
両
市
の
友
好
親
善

が
末
永
く
続
く
こ
と
を
願
い
、

平
成
23
年
７
月
21
日
、
滝
川
市

議
会
議
場
で
、
両
市
長
・
議
長

に
よ
り
「
友
好
親
善
都
市
盟
約

確
認
書
」
の
調
印
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

滝
川
市
と
栃
木
市
が
盟
約
を

結
ん
だ
き
っ
か
け
は
、
滝
川
市

へ
の
國
學
院
女
子
短
期
大
学
の

誘
致
で
し
た
。
滝
川
市
へ
の
同

短
大
誘
致
検
討
の
際
、
滝
川
市

議
会
が
調
査
に
本
市
を
訪
れ
、

滝
川
市
・
栃
木
市
友
好
親
善
都
市
盟
約
30
周
年
記
念
式
典

　

昭
和
57
年
４
月
15
日
に
滝
川

市
と
栃
木
市
に
お
い
て
友
好
親

善
都
市
の
盟
約
が
結
ば
れ
て
以

来
30
年
を
迎
え
、
11
月
９
日

（
金
）
栃
木
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
、
滝
川
市
・
栃
木
市
友
好
親

善
都
市
盟
約
30
周
年
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

滝
川
市
か
ら
、

前
田
滝
川
市
長
、

水
口
滝
川
市
議
会

議
長
、
小
田
滝
川
市
教
育
長
、

渡
邉
滝
川
商
工
会
議
所
会
頭
、

田
村
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期

大
学
部
学
長
、
岩
村
た
き
か
わ

観
光
協
会
会
長
等
、
行
政
経
済

界
関
係
者
総
勢
30
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
地
震
な
ど
の
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、

被
災
し
た
市
に
対
す
る
支
援
が

円
滑
に
で
き
る
よ
う
必
要
な
事

項
を
定
め
た
「
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
友
好
親
善
都
市
間
の

相
互
応
援
協
定
」
を
結
び
ま
し

た
。
地
理
的
に
離
れ
て
い
る
条

件
を
活
か
し
た
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
交
流
に
よ
り
築
か
れ
た

絆
が
一
つ
の
形
と
な
り
新
た
な

関
係
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
滝
川
市
の
「
躍
進
太

鼓
」
と
交
流
の
あ
る
「
鼓こ

ぶ

き
舞
技

会
」の
皆
さ
ん
が
演
奏
を
披
露
。

新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し

く
力
強
い
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

素
晴
ら
し
い
太

鼓
の
音
を
響
か

せ
ま
し
た
。

　

30
年
の
節
目
を
契

機
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
新
た
な
出
会
い

を
生
み
、
次
の
世
代

へ
と
繋
が
る
未
来
へ

の
絆
が
深
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

未
来
へ
、
さ
ら
に
『
絆
』
深
め
る

災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
を
締
結
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松本　未
みらい

來ちゃん

根本　凛
り の

乃ちゃん 島口莉
り り あ

々彩ちゃん

神田　仁
ひとみ

美ちゃん

舛田　雄
ゆうと

飛ちゃん

琴寄　朔
さくみ

実ちゃん 篠﨑　亮
りょうた

汰ちゃん

髙橋虎
こ た ろ う

太郎ちゃん

藤ノ木　悠
はる

ちゃん

亀田　侑
ゆ め

芽ちゃん

石塚　蒼
そうた

汰ちゃん

田嶌　千
せ ら

愛ちゃん

青柳　宗
そうた

汰ちゃん

舟橋　周
しゅうへい

平ちゃん
髙久　愛

め い

依ちゃん

坂本　琉
る き

葵ちゃん

岩田　峰
みねみ

美ちゃん

小原　水
みつき

月ちゃん

大山　ゆめちゃん

金子　由
ゆ な

奈ちゃん

舟橋　知
ちひろ

優ちゃん

渡邉　里
さとみ

美ちゃん

伊藤　里
り お

桜ちゃん 長　祐
ゆうすけ

輔ちゃん三田優
ゆ き な

希菜ちゃん

青木　南
なのは

花ちゃん

寺内　湊
そうき

紀ちゃん

松尾　心
みゆう

結ちゃん

峯　佑
ゆうき

季ちゃん


